
 

 

 

 

 

 

  

 

  ３日(土)，雨も心配されましたが，当日は天気に恵まれ，盛大に体育大会を開催することができました。 

１年生はクラスを解体しての団ごとの競技が多く，普段と違った仲間と競技しました。雨の影響もあり，十

分に練習や連携をとる時間もなく，難しさもありましたが，当日はみんなが心をひとつに全力を出し切れた

ことが，日記等の振り返りからも伝わってきました。また，２・３年生とのつながりもつくることができました。２

年生とは一緒の踊りを踊ることを通じ，共につくる難しさや楽しさを学んだようです。また３年生の磯松ソー

ランの迫力を感じ，純粋に「かっこいい」「あんなふうになりたい」と憧れをいだいていました。今年度はほぼ

コロナ前の開催の形態で，たくさんの保護者や地域のみなさまに見に来ていただけたことも，生徒の大きな

力になりました。ご来場いただいたみなさま，生徒にたくさんの声援や拍手を送ってくださり，ありがとうござ

いました。 

 

【７月の行事予定】 

＊２２日(土)～８月２７日(日)まで夏季休業です。８月４日(金)は全校登校日です。給食はありません。 

＊蒸し暑い日が多くなってきました。教室内でも熱中症になる可能性があります。水分は多めに準備し，早

寝早起き，朝ご飯等しっかり食べて，体調管理に努めてください。 

今月の道徳で，「本が泣いています」という題材を扱いました。図書館に勤める方が，対策をしているにも

関わらず，図書館の利用者のマナーが改善されないことを悲しんでいる，みんなが自由に使える図書館を

目指して，どうしていくべきかを考えているという内容のお話です。生徒の中には，「もっとルールを厳しくし

て，罰を与えてはどうか」や「どうしてマナーを守っている人が，守らない人のために犠牲にならないといけな

いのか」，「ルールが増えると窮屈だから，この図書館を利用したくなくなる」といった意見が出されました。

これは，このお話に限らず，学校や商業施設も「公共の場」なのだから，同じことが言えるのではないか，と

問いかけました。そこで，公共のものや場を利用するとき，どのように利用したらよいか，これまでの自分を振

り返って考えてみました。 

 

 実は先日，ある特別教室のイスに悲しい言葉の落書きが見つかりました。このことについてどう思うかも，

生徒にアンケートを取りました。 

実際に書かれているイスの写真を見せて話をしたのですが，多くの人が見た瞬間に「え！？」「何これ！？」

「どうしてこんなことするん！？」と声を上げました。ほとんどの人が正しい感覚を持っているのだと思います。

みんなが感想に書いているように，このような行為に至ったのに理由があったとしても間違っているし，情け

ないですよね…今回のことで，書いてしまった人が間違いに気づき，行動を改めてくれることを願います。 

 

体調不良の人が増えています 

 先週末から体調不良の人が増えています。今週は校舎内でのマスク着用にご協力いただき，ありがとうご

ざいました。引き続き，マスクの積極的な着用をお願いします。試験も終わり，部活動も始まって疲れが出て

きていることも影響していると思います。基本的な手洗い・うがいはもちろん，体調に異変を感じたら無理を

せず，しっかり休むことも大切です。自分のことも周りの人ことも守るために，元気に過ごせるようにしましょ

う。 

まわりの人のことも考えて利
用したいと思った。 

自分のした行動が，まわりには
どのように見えているのかを意
識することが大切だと思った。 

みんなが気持ちよく利用する
ために，ひとりひとりが気をつ
けなければならないと思った。 

学校も公共の場所だから，ま
わりをよく見て，ひとりひとり
がルールを守ることで，気持
ちよく過ごせる場所になると
思う。 

学校のものは公共のものなの
に，落書きするなんてひどい
と思った。 

僕はこの言葉が苦手なので，
使ってほしくないと思った。 

書かれた人もイスもかわいそ
うだと思う。 

これを書いた人が同じ学校に
いると思うと情けない。 

これを書かれた人が傷つい
たら，それはいじめだと思う。 

自分のものであっても，この
言葉は書いてはいけないと思

う。 

理解できない。何を考えてい
るんだろう。 

自分の行動を客観視し，みんな
が気持ちよく過ごせるように行
動できているか振り返ろうと思
った。 

自分も気を付けて行動するけ

ど，間違った行動をしている人
がいたら，注意したいと思っ
た。 

書いた人は軽い気持ちだった
のかもしれないけど，見る方
は気持ちがよくない。 
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